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(i) 一般に typicalなものでは.LDで entrain
きれて後 DDの条件･下にわくと.freerunningI)メ
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D intothepars intercerebralisinduced ar･




















































T=押目=物を GLCにかける.その折凪 ')ンデン 7-
PCCH のほかにA,B,C,Dの ピー クを打た.州処
PHのイエバエからはこれらのピークは杭州されなかっ
T=.またイエバエを邪神したのち.)ンデンを加え,こ
れを仙川してもr-PCCIIあるいは物門Aのピークは
検出できない.さらにll･'.きているイエバエにγ-PCCH
を托射してもAをつくらない.このことから物質Aは
イエバエの･)ンデン代謝の節1次生成物であることを
抑定し狩る.
t)ンデンを授与したとき,抵抗性イエバエは物質A
をイJ摂m卿JITtT1勿の5,00/ふくtpが.E･JS受rI'.イエバエは
1,00'以下のJltL,か乃まない.刊.:n･らは的TIAを〝.β,
γ,0-,町の5印のhexachlorocyclohexaneのアルカ.)
脱fl慨によって介成し1rJなかっT:.それゆえ.この代
謝物のFJ･]Hには物TIAをそのままmいた.すなわち約
100匹の故紙抗性イエバエをリンデンをぬりつけたビ
ーカー中に6時mとじこめた後.アセトン巾で磨砕,
折過,アセトン除i:-.班波をヘキサン抽出.プロ.)シ
ルカラム通弧 Aをふくむ分両をさらに節2のカラム
で絹製,最終的には分取ガスクロで朽精製すると白色
結晶 (室温)を得る.
マススペクトル測定の括弧 物質Aのピーク位相ま
r-pccHのそれと同じであったが, ピーク丁･1さにnJJ
らかなZが あった.GLCでは附 卸即恥,'7･-PCCllと
はなれていろ叩火と巧えあわせろと.物TIAは T-
pcclIと574性休のLu係にあることをlfl=.rji:し村る.し
かしその川辺はいまだ明らかでない. (上目州別)
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